　特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年5月23日461号
レンリソウ観察会　宇治市木幡、京都市伏見区、精華町などからも参加　５名で現地へ　　
途中ナスビつくりの農家から栽培の苦労話を聞く、苗1本150円、7月から10月までに1本の苗木から平均150個が収穫できるそうです。値段は高く売れればいいのですが・・ということでした。道中約1時間説明しながら進みました。レンリソウは見つかりましたが開花していませんでした。

寄せられた感想文では、最初に発見された方に感謝の言葉がありました。2007年に発見された鈴木さんは、今懸命に病と闘う日々を送っておられます。体調が良い日には植物観察に出かけておられるようです。又。図書館にも出かけて読書にも励んでおられるとお聞きしています。大変な精神力を発揮しておられます。私たちも大いにその旺盛な意欲を学びあいましょう。
里山農園　　　18日　イノシシ防御柵の設置の前日準備　
森島さんと大村さんは19日に防御柵の設置作業のために鉄杭や鉄ハンマー緊縛線などの準備に精を出していただきました。当日の時間前の準備では時間のロスが生じるので前日準備を整えていただきました。翌日19日8時過ぎに事務所に顔を出して一足早く出かけて、到着を待っていただいていました。こうした手回しの良さがあって、雨の降り出した正午前には出来上がりました。これで安心して3号地にもサツマイモを植え付けることができます。

一方、岡本さんはイノシシによる新しい巨大な穴が掘られているのを発見されています。ここまで笹竹を切り開ければ出没はかなり制約されるものと予想していましたが、笹竹の伐採ができていない小山の裾部に巨大な大穴が突然現れ、水路に大量の土砂が落とし込まれています。対策はいずれも完璧に実行しなければ、隙間を見つけだして出てくるのですね。
5・6・7・8・号地の雑草刈取りと畔の草刈　
少し見栄えが良くなりました。1月2月に笹竹などを刈り取って第1次分の復元が進みましたが、しばらく続いた急激な気温の上りが影響してか、勢いを増して笹竹や葦が茎を成長させてきました。また畔の小笹も双葉や四葉が大きくなり始めてきました。これ以上放置しておけば刈取りにさらに手間がかかるので、草刈り作業を実施しました18日の16時間30分頃に何とか刈り取れました。美しく見渡せる気持ちの良い里山農園の畔になりました。しかし1週間もするともう緑濃い畔に変わります。今が一番成長の進む時期ですね。切り開いたところでは、今年の成長を許さない刈取りが最も大切な作業です。皆さんも農園に来ていただいて少しの時間でも刈払機を動かしてください。次に作付の予定のない田圃の耕運作業が最も効果があります。ぜひご協力をお願いします。
京都府山城教育局からの返答　
木津川読本として活用願をしてきましたが、内容は行き届いたものです。小学校高学年から中学生も使用できると、高い評価をいただきました。しかし山城教育局が行政的に押すものではなく、現場での対応で受取や使用要望を確認の上、配布していただきたいとの返事がきました。地域力再生プロジェクトの目玉として、また里山の会が昨年環境大臣表彰受賞を記念して行う「木津川読本の発刊」に異論はないということがわかりました。各学校や市町教育委員会をおたずねしていきたいと思います。その節にはご協力をお願します。
近畿の子どもの水辺交流会の第1回実行委員会が17日大津港の乗船待合室で開かれました。
実行委員会メンバ全員の出席がありました。提案された内容は、滋賀県の特徴を大いに生かした琵琶湖最大の大型客船「ビアンカ1000t」と滋賀県の全生徒さんが年間一度は宿泊学習する「うみっこ1000t」の視察、実行委員長の選出　若者（29歳以下）による企画運営会議を中心として企画する運営方針の確認、開催期日は11月23日（10時より15時）の確定と最大規模600人で開催について確認確定しました。討論では、交流時間の保証と現地体験の取組みの両立が確認されました。事務局の滋賀県から船という構造物なので従来とは全く違った会場であり、様々な制約を考慮が前提になるのでご了承をと挨拶がありました。16時に始まって終了は21時40分でした。
河川レンジャー3人で木津川クリンアップの呼びかけポスター杭打ち約50本を立てる　
山田　福井　田中さんのレンジャーが木津川沿線のクリーンアップで、ごみ拾いする案内ポスターの張り出し、杭打ちを行いました。ご苦労様でした。きっと多くの皆さんのご協力があるものと思います。
新入会員さんの決意　　前田さんの紹介　　
2月の炭焼き体験に初参加された前田さんは、農園作業に大変興味を持たれていて、里山農園に積極的に参加すると連絡がありました。前田さんは朝早く2～3時間新聞配達をして5時ごろから喫茶店で休憩しつつ教養学習をした後8時ごろに同志社大学でのシルバー仕事をこなして、11時から3時ごろまで農園での作業に参加しますとおっしゃっていただきました。ほんとにすごい活躍ぶりで、無理をせずによろしくとお願いしました。また絵本を見て月の満ち欠けと俳句の創作を結び付けて楽しみにされて、それを自費で出版され、早く40人以上の方々に配布されているとの事でした。衰え知らずとは前田さんのことをいうのではないでしょうか。前田さんはできるだけ毎日農園に行くようにするとおっしゃっています。皆さん一度は農園にお越しくださいね。
13年度から認定NPO会計基準を取り入れ　　
会計システムの移行を目指して準備してきました。その矢先の沢内さんのアクシデントでした。本人さんは早期発見で再発はないとの術後の診断でしたので、想像を超える出来事だったと思います。状況説明の手紙が届き、すべての活動を治療と療養のために引退するとのことでした。約1か月ぶりに出会い元気な様子でしたとのお話があって、電話をしてみました。ご両親の介護などの軽減策を取り入れつつ、その目途がついた、いよいよ治療本番ですとのことでした。また日課にしていた木津川散歩も難しかったのですがこの調子だと再開できるかも・・。体力維持のために花をたずねようと思う、そして時々里山の会にも顔を出せるかもしれないとのお話でした。期待しています。　
